


令和5年度同窓会総会のお知らせ

日　時：令和 5 年 5 月 3 日(火) 憲法記念日
　　　　　受付：午後 2 時 00 分

場　所：ザ クラウンパレス新阪急高知　3 階

日　程：14：30　三世代表彰
　　　　15：00　開会行事・総会
　　　　16：00　講演
　　　　17：00　写真撮影　卒業半世紀（昭和45年卒）
　　　　17：15　　　　　　卒業半世紀（昭和46年卒）
　　　　17：30　　　　　　卒業四半世紀（平成7年卒）
　　　　17：45　　　　　　卒業四半世紀（平成8年卒）
　　　　18：00　懇親会（会費：8,000円）※物価上昇により

※ 半世紀（昭和45年卒）・（昭和46年卒）

　 四半世紀（平成7年卒）・（平成8年卒）の方は別途ご案内致します。

※ 令和5年3月卒業生及び本年に成人式を迎えられた方の会費は要りません。

　令和5年度同窓会総会の開催について同窓会事務局は開催に向けての準備に取り組んで
おります。総会に参加される方は綴じ込みのハガキにてお申込みください。
　しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては中止することとなります
のでご理解くださいますようお願い申し上げます。
　なお、中止の場合は3月上旬までに決定し、同窓会ホームページを通じてお知らせいたし
ます。開催する場合の参加申し込みについては巻末のはがきをご利用ください。　　　

◎開催の場合



講師プロフィール

◆　生まれと育ち

　　愛知県知多市で生まれ、高知県で育ち、大阪で社会人になりました。
　　前職はデロイトトーマツグループで10年間コンサルタントとして活動、
　　名古屋支社長・大阪支社長を歴任後、2014年10月にストロングポイント㈱創業

◆　コンサルティング

　　18年間コンサルティングをやっています。製造・建設・サービス・流通・ＩＴ業
　　大手・中堅・中小企業約500社に対するコンサルティング実績があります。
　　組織開発、人事制度構築支援、人材育成、マーケティング支援、新卒・中途採用支援
　　新規事業開発、組織再編などがコンサルティング分野です。
　　　
◆　講演実績

　　日本能率協会、大阪神戸商工会議所、愛知県経営者協会、東京都中小企業基盤、
　　大阪中小企業育成投資、第四銀行、中国銀行、百十四銀行、香川銀行、高知県庁など
　　各業界団体や地方銀行信用金庫など外部講演実績も多数あり。
　　外部講演実績100回以上、研修講師実績400回以上

◆　著書

　　2022年7月出版：「後継社長力」クロスメディアパブリッシング

社員研修事業・コンサルティング事業を通じてわかった
“企業で活躍する人材”の共通点

ストロングポイント株式会社　代表取締役　加賀　隼人

演題
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創立110周年記念事業を終えて創立110周年記念事業を終えて

同窓会会長　右城　　猛（昭和45年土木科卒）

創立110周年記念事業

　同窓生の皆様におかれましては、益々ご健勝に

てご活躍のこととお喜び申し上げます。

　創立110周年記念事業では愛校募金、協賛広告を

いただき、ありがとうございました。新型コロナ

ウイルス感染症が猛威を振るい、社会活動が思う

ようにできない中にも関わらず、多くの皆さまか

ら心温まるご支援をいただきました。感謝の念に

堪えません。

　令和3年4月に実行委員会を立ち上げ、学校の要

望をお聞きしながら記念事業を進めて参りまし

た。筆山山頂への記念植樹、機械科展示室の整

備、学校へ大型ワゴン車と懸垂幕の贈呈、そして

創立110周年記念誌を発行させていただきました。

　現在は、同窓会会員名簿を発行する準備を進め

ているところでございます。令和4年12月下旬発行

の予定でしたが、コロナ対策の影響で確認作業が

遅れており、やむなく令和5年3月下旬に延期しま

した。心よりお詫び申し上げます。

記念式典と祝賀会

　令和4年4月29日の記念式典には、濵田省司高知

県知事様、長岡幹泰教育長様、小松工業高等学校

関係者の皆様、企業や同窓会の皆様にご臨席を賜

り、在校生750名を含めた1,100名が高知県民体育館

のフロアーを埋め尽くし、盛大に式典を開催する

ことができました。

　記念講演では、京都大学教授・NPO法人道普請

人理事長の木村亮先生に、「学校を作っても、病

院を作っても、道が通れないと使えない」「自分

たちの道は自分たちで直し、貧困を撲滅させる」

という理念に基づいて「土のう」による道直しの

技術を開発途上国30カ国に普及させているという

お話をしていただきました。

　記念演奏では、山田太鼓伝承会の皆様による迫

力ある和太鼓の演奏が心に響きました。

　祝賀会は、出席者に抗原定性検査等で陰性確認

をしていただくなどコロナ対策をした上で開催さ

せていただきました。マスク会食でありましたが

皆様と親睦を深めることができ、思い出に残る楽

しい宴会になりました。

　同窓会のホームページに記念式典や祝賀会の写

真、創立110周年記念誌のPDFファイルを掲載して

あります。是非、ご覧になってください。

宮﨑惇仁くんがルワンダで道直し体験

　「高知工生ルワンダで道整備　夏休み20日間　

村人と協力」という見出しの記事が、10月31日の

高知新聞に掲載されました。

　海外経験が一度もなかった宮﨑惇仁（電気科3

年）くんがアフリカへ行き、ホームステイをしな

がら現地の人に混じって「土のう」による道直し

を体験してきたという内容です。

　記念講演の直後、木村亮先生にメールを送り実

現したものでした。

　彼は10月に濵田知事を表敬訪問し、体験談を話

しました。12月には高知県橋梁会、来年1月には高

知ロータリークラブ、2月には高知県産学連携研究

発表会で発表することになっています。

あとがき

　同窓会は、会員相互の親睦を図ること、母校の

隆盛・発展に寄与することを目的としています

が、宮﨑くんのように大志を持ち、高い目標に向

かってチャレンジしようとする在校生がいれば、

物心両面からできる限りの支援をしたいと考えて

います。

　会員の皆様のさらなるご協力、ご支援を賜りま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。
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校長　北村　晋助

ご挨拶（校長）ご挨拶（校長）

　同窓生の皆様におかれましては、ますますご健勝

にてご活躍のことと存じ上げます。また、日ごろか

ら母校の教育活動の充実・発展のためご支援・ご協

力を賜り、心から感謝申し上げます。

   同窓生の皆様がそれぞれの地域・職場でご活躍され

ながら、常に母校に対しても気に掛けてくださって

いることに深く感謝しております。

   3月には全日制252名、定時制29名の卒業生を送り

出し、卒業生総数も全定あわせて、30,839名となり

ました。また、4月には全日制は272名、定時制27名

が本校生徒として新たに入学し、現在、全日制790名、

定時制65名、計855名の生徒が、学習や部活動などに

頑張っています。定時制では一昨年度から電気科専

修コースが設置され、電験3種取得を目指して頑張っ

ており、昨年度初めての卒業生を送り出すなど、多様

なニーズに対応できる学びの場が広がっております。

   さて、本年度は創立110周年という節目の年を迎え、

4月29日には、高知県知事　濵田省司様、をはじめ、

多数のご来賓、協賛企業、同窓会、保護者の皆様の

ご臨席を賜り、高知工業高等学校110周年記念式典を

盛大に挙行することができました。同窓会の皆様に

は、式典への出席はもちろん、長期間にわたり準備

にご尽力いただくとともに、募金活動、協賛広告料

などによる歴史的工作機械の展示施設の整備、また、

部活動の遠征に利用できる10人乗りハイエースワゴ

ン車の購入など、多大なご支援を賜り心より感謝申

し上げます。今後の教育活動に大切に使わせていた

だきます。

   本年度も、新型コロナウイルスの影響が続いており

ますが、感染対策をしながら、教育活動を行ってお

ります。様々な制限はありますが、本年度も引き続

き、進路保障、資格取得、部活動や研究活動の充実

という三つの柱を掲げ、全国レベルで戦いのできる

学校を目指し、日々取り組んでおります。コロナ禍

ではありますが、多くの部活動で活躍しており、四

国大会、全国大会へコマを進め、各種コンテストで

も多数が入賞をするなど立派な成果を上げておりま

す。ものづくりコンテスト四国大会では、各部門に

本校生徒が高知県代表として出場し、測量部門と化

　学分析の2部門で優勝し、測量部門は２大会連続、

化学分析の部門は、初優勝となる快挙であり、とも

に全国大会の出場権を獲得しました。11月に新潟県

で開催された高校生ものづくりコンテスト全国大会

では測量部門で、惜しくも2年連続の優勝は逃しまし

たが、第3位となる素晴らしい結果となりました。定

時制も橋梁模型コンテストの全国大会で一般部門と

学生部門のそれぞれで優秀賞となるなど継続的な取

り組みが成果を上げております。

　また、四国開催となった今年のインターハイには、

14年ぶりの出場となった相撲部をはじめ、空手道部、

ボート部、陸上競技部が出場し、高知県代表として

健闘しました。スポーツ以外にも全国高等学校総合

文化祭の自然科学部門に自然科学部が出場、全国高

等学校漫画選手権大会に漫画研究部が本県代表とし

て出場しました。更に、高知県美術展覧会では、洋

画の部で、総合デザイン科の2名が高校生初の特選と

なる大変素晴らしい成果を収めるなど、様々な分野

で生徒が活躍しております。

　資格取得においても、同窓会からの支援制度も励

みとなり、資格取得の成果を評価するジュニアマイ

スター顕彰制度で昨年度も2年連続となる全国上位30

校に入り、学校表彰も2年連続で受賞しました。今年

度もそれぞれが目指す資格に引き続き頑張っており

ます。部活動、資格等の実績は、ホームページでも

紹介しておりますので、是非ご覧ください。

　本校はこれまで同様、在校生も卒業生も誇りに思

うことのできる学校、そして他から目標ともされる

学校の姿として、日本一の工業高校を目指して日々

取り組んでおります。生徒たちには、創立110周年、

また、創立者竹内綱先生の没後100年という節目を迎

え、これまでの歴史を振り返るとともに、創立者の

理念「工業富国基」を改めて胸に刻み、志を高く、

更に未来に向かって羽ばたき、挑戦し続けてほしい

と願っております。

　結びに、節目の年にあたり同窓生の皆さんには物

心両面で大変お世話になりました。引き続き「チー

ム高知工業」の一員として、今後ともご支援、ご協

力をお願い申し上げますとともに、同窓生の皆様の

ご活躍とご健勝を、ご祈念申し上げご挨拶といたし

ます。
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記念植樹 令和 4年 1月 30 日に、筆山にて記念植樹式を挙行しました。

式典では、創立 110 周年とともに、1月 9日に創立者である

竹内  綱先生が、没後100年を迎えたことも記念し、計2本の

「しだれ桜」を植樹しました。
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記念募金購入車歴史的機械展示室の整備

創立110周年記念募金で購入　10人乗りハイエースワゴン車大正6年に本校機械科が製作した14呎旋盤
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記念募金購入車歴史的機械展示室の整備

創立110周年記念募金で購入　10人乗りハイエースワゴン車大正6年に本校機械科が製作した14呎旋盤

－ 5 －



学校長式辞

学校長式辞 実行委員長挨拶

知事祝辞姉妹校　石川県立小松工業高等学校　学校長 生徒会長挨拶

目録贈呈生徒席

教育長挨拶

協賛企業席 生徒席

記念式典 記念式典
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記念演奏

山田太鼓伝承会による記念演奏

実行委員長挨拶実行委員長挨拶

鏡開き

前同窓会会長による乾杯のご発声 実行委員長と前同窓会会長

学校長挨拶

教育委員会挨拶

石川県立小松工業高等学校同窓会会長挨拶

PTA会長挨拶

会場風景

記念講演

会場風景

記念講演講師 記念講演

記念祝賀会
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記念演奏

山田太鼓伝承会による記念演奏

実行委員長挨拶実行委員長挨拶

鏡開き

前同窓会会長による乾杯のご発声 実行委員長と前同窓会会長

学校長挨拶

教育委員会挨拶

石川県立小松工業高等学校同窓会会長挨拶

PTA会長挨拶

会場風景

記念講演

会場風景

記念講演講師 記念講演

記念祝賀会
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記念講演 「住民との道直しで
　　　　　　世界の貧困を削減する」               

京都大学大学院工学研究科教授
認定NPO法人道普請人理事長　　木村　亮　氏

　世界の開発途上国の多くでは、農村道路の管理が十分では

ありません。とくに雨季になると、およそ半分の農村道路が

通行不可能になってしまいます。道が通れなくなってしまう

と、作物を市場に持っていくことができなくなり、お金を得

る手段を失ってしまいます。また、病気の人を町の病院まで

連れて行けなくなるとともに、子どもたちも、学校に行くこ

とができません。よって、これらは開発途上国の発展を妨げ

る大きな要因となっています。

　私たち、道普請人（みちぶしんびと）はこの課題に対して、

活動を実施しています。私たちは「土のう」を用いた道直し

技術である「土のう工法」を、毎日、農村道路を使う地域住

民に伝え、より豊かな生活を送れるように、一緒に活動して

います。活動を通じて、「自分たちの道は自分たちで直せる」

という意識が広がっています。現地で調達可能な土を、土の

う袋に詰め、紐で口を固く縛り、出来上がった土のうを補修

箇所に綺麗に並べます。そして、締固め、上から土砂を被せ

る工法で、道を直しています。

　この「土のう工法」には 4つの利点があります。一つ目は、

現地で調達可能な道具のみで、農村道路が修復できるという

点です。土のう袋や土、砂利は作業が行われるコミュニティ

内で入手可能です。二つ目は、土のう工法が人力を必要とす

る点です。これにより、地域コミュニティに雇用を生み出す

ことができます。三つ目は、簡単な知識のみで実践可能とい

う点です。専門的な知識・スキルを要さないため、プロジェ

クト終了後も維持管理が容易にでき、活動の維持発展性を保

つことができます。最後に土のうは比較的頑丈であり、土の

うを用いて整備された箇所は長持ちし、一般的には 10 年以

上は使用できます。

　

　2005 年にパプアニューギニアで行われた活動を発端に、現

在、道普請人は世界 31 カ国で活動を展開しています。その

うち、18 カ国はアフリカの国です。また、私たちの活動へ参

加した訓練生の数は、およそ 2 万人に上ります。訓練生の中には、自分の会社を立ち上げたメンバーも

おり、コミュニティ内に新しい雇用を生み出しています。

　どんな家庭環境であれ、自分の実力を尽くし、想いを強く持てば、自分を変え、人々の生活を支えるチャ

ンスを手にする事ができます。訓練生の中には、国からの給付金に頼る生活を送り、お酒に溺れ、薬物

に手を染めてしまう若者もいました。しかし、道普請人の活動を経て、力強く生きることができるよう

になった訓練生も数多くいるのです。

　国際技術協力において、技術者は、現象の複雑で、各地域で様々な問題を抱えています。よって、も

のごとを観察する力や現象を単純化することが大切です。それは、今まで行なってきたことではなく、

発想の大転換が必要となってくるため、君たちの若者の力が必要です。

　また、QPMI サイクルの視点をもってほしいです。まずは、

Q：question で、問題を発見し、「うまく解決することはでき

ないだろうか？」と、感じ考える。つぎは、P：passion で「情熱」

が重要です。その情熱こそが、M：mission へとつながり、活

動する集団となります。それこそが、それが I：innovation と

なり、世の中を変えていきます。

　私は、人並み以上に passion（情熱）があります。それが、

活動を生み、イノベーションにつながっているのです。皆さ

んも、情熱をもって活動することで、世の中を変えていきま

しょう。

　私たち、道普請人はこれからも、彼らの未来に向けて、粘

り強く活動を続けて参ります。私たちが掲げる「開発途上国

の問題は、現地に適したやり方で、そこに住む人々自身で解

決していく」という理念の元に、これからも活動していきます。

　私は、現在62歳でありますが、生きている限り90歳頃まで、

このように活動をつづけて行きます。皆さんにお約束します。

いつかは、道普請人はノーベル平和賞の受賞団体となります。

ご清聴ありがとうございました。
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記念講演 「住民との道直しで
　　　　　　世界の貧困を削減する」               

京都大学大学院工学研究科教授
認定NPO法人道普請人理事長　　木村　亮　氏
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　私たち、道普請人はこれからも、彼らの未来に向けて、粘

り強く活動を続けて参ります。私たちが掲げる「開発途上国

の問題は、現地に適したやり方で、そこに住む人々自身で解
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　私は、現在62歳でありますが、生きている限り90歳頃まで、
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ご清聴ありがとうございました。
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1.初めに

　この度は、私をルワンダ事務所での道普請人の活

動に参加させて頂き、誠にありがとうございました。

　まだ未成年の私に貴重な機会をくださった木村教

授、現地でお世話になりました千葉さん、ルワンダ

事務所の皆さん、ホームステイをさせてくださった

御家族の皆様、一緒に作業をさせてもらった村民の

方々に心より感謝いたします。

2.主な活動について

　今回は、ブレラとムサンゼの 2 つの地域のトレー

ニングに参加させてもらいました。

「ルワンダでの道直し体験を終えて」               

高知工業高等学校　電気科 3年　宮﨑　惇仁
期間（8月 7日～8月 27 日）

　ブレラでの道直しの体験は途中参加で、作業の終

盤くらいの状態の時に参加させてもらいました。初

めての道直しの体験だったのでとてもお世話になり

ました。土のうを折りたたむ時に、縛った口の部分

が見えないよう並べていく事が難しく慣れなかった

けど、村人の方達が優しく教えてくださったおかげ

で次のムサンゼではスムーズに行うことができまし

た。皆とても真面目で黙々と働いていました。村の

近くにはよく外国人が居て、それの影響か村から離

れた所だとよく物珍しそうに見られる事があったけ

ど、村の中だとあまり目立つ事がありませんでした。

ルワンダ国内でのムサンゼとブレラ 
薄い枠で囲っているのがブレラで黒い枠がムサンゼ
コンゴの国境の近くに位置する

　ムサンゼでは 1 番最初のミーティングから参加さ

せて貰うことができました。はじめはお互いあまり

話す機会が少なかったけれど、日が経つに連れて段々

皆と仲良くできてうれしかったです。ムサンゼの人

はブレラの人に比べてお喋りでのんびりしているな

アフリカ国内でのルワンダ　
東アフリカに位置している内陸国で、面積は四国の約 1.5 倍

土のうを叩いて強度を上げ、上から土を被せて道を補強していく

ブレラでの作業風景

と感じました。よく聞かれた事は日本はどんな国と

いうことや、日本語を教えてと頼まれたり、ゴリラ

を見たことがあるかなどを聞かれました。ぼこぼこ

だった道がどんどん日を追う事に綺麗になっていく

のは見ていてとても面白かったです。

3. 最後に

　今回のルワンダでの体験はとても楽しく、たくさ

んの事を学びました。その内の 1 つは、百聞は一見

にしかずという事です。

　私は、これまでこの言葉の意味は知っていても実

際に体験をした事がありませんでした。なので、ル

ワンダへ行った時は驚く事がたくさんありました。

例えば気候です。私はこれまでアフリカはどこの国

も年中を通してとても暑く雨も少ないと思っていま

した。なので、ルワンダが涼しくて雨季があるといっ

ても、おそらく気候は日本の初夏くらいで雨も小雨

くらいだと想像していました。しかし実際は、気候

はとても涼しく朝や夜は寒いくらいで、雨も日本じゃ

台風の時にしか降らないような大雨が何日か連続で

続いていたりして、衝撃を受けました。他にも思っ

ていた事と全然違う事がたくさんありました。けれ

ど私が日本に帰って、周りの人にどれだけ上手にル

ワンダでの体験を上手に説明しても、私がルワンダ

に行く前読んだルワンダをまとめたサイトのように

体験したことの 3 分の 1 も伝わらないなと思い、百

聞は一見にしかずの意味が分かりました。

　また、私は今回の体験で人はいつも誰かのお世話

になっているおかげで生きていけるという事を学び

ました。私はルワンダに行く前、少しでも人の役に

立ちたいと思っていました。しかし実際はたくさん

の人にお世話になりました。例えば、私はまだ高校

生で世間も狭くほとんど自分で何も出来ず、出発前

も滞在中もたくさんの人にお世話になりました。 他に

も慣れない作業で皆の足を引っ張ったし、ホームス

テイ先の御家族やルワンダ事務所の方達が、普段の

忙しい生活の合間を縫ってお世話をしてくれなけれ

ば私はルワンダで暮らすことも出来ませんでした。

人の役に立つということは口で言うことは簡単でも、

実際に行うのはとても難しく不可能にも近いと感じ、

それを目標にしていた事は安易な考えだったと思い

ました。恐らく私はこれからもたくさんの人のお世

話になりながら生きていくので、人の役に立つ立た

ないよりもいつもお世話になっている周りの方々に

感謝して、私がたくさんの人にお世話になったよう

に私も周りに気を配ることを意識して生きていこう

と思います。そうする事で楽しかったり、大変だっ

たりしたルワンダでの体験を無駄にせず活かしてい

くことが出来ると思いました。それが 10 年後でも 20

年後でも、今回の体験はいい思い出だったと思える

ような生き方だと私は考えました。

　最後に、20日にわたり貴重な体験をさせて頂きあ

りがとうございました。木村教授、千葉さん、ルワ

ンダ事務所の方々、ホームステイ先の御家族、今回

の体験でお世話になった方々に感謝いたします。今

回の体験で学んだことは、決して無駄にせずこれか

らの人生に活かしていこうと思います。本当にあり

がとうございました。
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1.初めに

　この度は、私をルワンダ事務所での道普請人の活

動に参加させて頂き、誠にありがとうございました。

　まだ未成年の私に貴重な機会をくださった木村教

授、現地でお世話になりました千葉さん、ルワンダ

事務所の皆さん、ホームステイをさせてくださった

御家族の皆様、一緒に作業をさせてもらった村民の

方々に心より感謝いたします。

2.主な活動について

　今回は、ブレラとムサンゼの 2 つの地域のトレー

ニングに参加させてもらいました。

　ブレラでの道直しの体験は途中参加で、作業の終

盤くらいの状態の時に参加させてもらいました。初

めての道直しの体験だったのでとてもお世話になり

ました。土のうを折りたたむ時に、縛った口の部分

が見えないよう並べていく事が難しく慣れなかった

けど、村人の方達が優しく教えてくださったおかげ

で次のムサンゼではスムーズに行うことができまし

た。皆とても真面目で黙々と働いていました。村の

近くにはよく外国人が居て、それの影響か村から離

れた所だとよく物珍しそうに見られる事があったけ

ど、村の中だとあまり目立つ事がありませんでした。

　ムサンゼでは 1 番最初のミーティングから参加さ

せて貰うことができました。はじめはお互いあまり

話す機会が少なかったけれど、日が経つに連れて段々

皆と仲良くできてうれしかったです。ムサンゼの人

はブレラの人に比べてお喋りでのんびりしているな

雨水を逃がすための溝を作る

完成した道

看板

と感じました。よく聞かれた事は日本はどんな国と

いうことや、日本語を教えてと頼まれたり、ゴリラ

を見たことがあるかなどを聞かれました。ぼこぼこ

だった道がどんどん日を追う事に綺麗になっていく

のは見ていてとても面白かったです。

3. 最後に

　今回のルワンダでの体験はとても楽しく、たくさ

んの事を学びました。その内の 1 つは、百聞は一見

にしかずという事です。

　私は、これまでこの言葉の意味は知っていても実

際に体験をした事がありませんでした。なので、ル

ワンダへ行った時は驚く事がたくさんありました。

例えば気候です。私はこれまでアフリカはどこの国

も年中を通してとても暑く雨も少ないと思っていま

した。なので、ルワンダが涼しくて雨季があるといっ

ても、おそらく気候は日本の初夏くらいで雨も小雨

くらいだと想像していました。しかし実際は、気候

はとても涼しく朝や夜は寒いくらいで、雨も日本じゃ

台風の時にしか降らないような大雨が何日か連続で

続いていたりして、衝撃を受けました。他にも思っ

ていた事と全然違う事がたくさんありました。けれ

ど私が日本に帰って、周りの人にどれだけ上手にル

ワンダでの体験を上手に説明しても、私がルワンダ

に行く前読んだルワンダをまとめたサイトのように

体験したことの 3 分の 1 も伝わらないなと思い、百

聞は一見にしかずの意味が分かりました。

　また、私は今回の体験で人はいつも誰かのお世話

になっているおかげで生きていけるという事を学び

ました。私はルワンダに行く前、少しでも人の役に

立ちたいと思っていました。しかし実際はたくさん

の人にお世話になりました。例えば、私はまだ高校

生で世間も狭くほとんど自分で何も出来ず、出発前

も滞在中もたくさんの人にお世話になりました。 他に

も慣れない作業で皆の足を引っ張ったし、ホームス

テイ先の御家族やルワンダ事務所の方達が、普段の

忙しい生活の合間を縫ってお世話をしてくれなけれ

ば私はルワンダで暮らすことも出来ませんでした。

人の役に立つということは口で言うことは簡単でも、

実際に行うのはとても難しく不可能にも近いと感じ、

それを目標にしていた事は安易な考えだったと思い

ました。恐らく私はこれからもたくさんの人のお世

話になりながら生きていくので、人の役に立つ立た

ないよりもいつもお世話になっている周りの方々に

感謝して、私がたくさんの人にお世話になったよう

に私も周りに気を配ることを意識して生きていこう

と思います。そうする事で楽しかったり、大変だっ

たりしたルワンダでの体験を無駄にせず活かしてい

くことが出来ると思いました。それが 10 年後でも 20

年後でも、今回の体験はいい思い出だったと思える

ような生き方だと私は考えました。

　最後に、20日にわたり貴重な体験をさせて頂きあ

りがとうございました。木村教授、千葉さん、ルワ

ンダ事務所の方々、ホームステイ先の御家族、今回

の体験でお世話になった方々に感謝いたします。今

回の体験で学んだことは、決して無駄にせずこれか

らの人生に活かしていこうと思います。本当にあり

がとうございました。
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めての道直しの体験だったのでとてもお世話になり
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まず最初に授業をしてその後に道具を作る
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大雨の次の日道は大きな水溜まりができてぬかるんでいたが土のうを敷いた道はぬかるまなかった

と感じました。よく聞かれた事は日本はどんな国と

いうことや、日本語を教えてと頼まれたり、ゴリラ

を見たことがあるかなどを聞かれました。ぼこぼこ

だった道がどんどん日を追う事に綺麗になっていく

のは見ていてとても面白かったです。

3. 最後に

　今回のルワンダでの体験はとても楽しく、たくさ

んの事を学びました。その内の 1 つは、百聞は一見

にしかずという事です。

　私は、これまでこの言葉の意味は知っていても実

際に体験をした事がありませんでした。なので、ル

ワンダへ行った時は驚く事がたくさんありました。

例えば気候です。私はこれまでアフリカはどこの国

も年中を通してとても暑く雨も少ないと思っていま

した。なので、ルワンダが涼しくて雨季があるといっ

ても、おそらく気候は日本の初夏くらいで雨も小雨

くらいだと想像していました。しかし実際は、気候

はとても涼しく朝や夜は寒いくらいで、雨も日本じゃ

台風の時にしか降らないような大雨が何日か連続で

続いていたりして、衝撃を受けました。他にも思っ

ていた事と全然違う事がたくさんありました。けれ

ど私が日本に帰って、周りの人にどれだけ上手にル

ワンダでの体験を上手に説明しても、私がルワンダ

に行く前読んだルワンダをまとめたサイトのように

体験したことの 3 分の 1 も伝わらないなと思い、百

聞は一見にしかずの意味が分かりました。

　また、私は今回の体験で人はいつも誰かのお世話

になっているおかげで生きていけるという事を学び

ました。私はルワンダに行く前、少しでも人の役に

立ちたいと思っていました。しかし実際はたくさん

の人にお世話になりました。例えば、私はまだ高校

生で世間も狭くほとんど自分で何も出来ず、出発前

も滞在中もたくさんの人にお世話になりました。 他に

も慣れない作業で皆の足を引っ張ったし、ホームス

テイ先の御家族やルワンダ事務所の方達が、普段の

忙しい生活の合間を縫ってお世話をしてくれなけれ

ば私はルワンダで暮らすことも出来ませんでした。

人の役に立つということは口で言うことは簡単でも、

実際に行うのはとても難しく不可能にも近いと感じ、

それを目標にしていた事は安易な考えだったと思い

ました。恐らく私はこれからもたくさんの人のお世

話になりながら生きていくので、人の役に立つ立た

ないよりもいつもお世話になっている周りの方々に

感謝して、私がたくさんの人にお世話になったよう

に私も周りに気を配ることを意識して生きていこう

と思います。そうする事で楽しかったり、大変だっ

たりしたルワンダでの体験を無駄にせず活かしてい

くことが出来ると思いました。それが 10 年後でも 20

年後でも、今回の体験はいい思い出だったと思える

ような生き方だと私は考えました。

　最後に、20日にわたり貴重な体験をさせて頂きあ

りがとうございました。木村教授、千葉さん、ルワ

ンダ事務所の方々、ホームステイ先の御家族、今回

の体験でお世話になった方々に感謝いたします。今

回の体験で学んだことは、決して無駄にせずこれか

らの人生に活かしていこうと思います。本当にあり

がとうございました。

－ 17 －



1.初めに

　この度は、私をルワンダ事務所での道普請人の活

動に参加させて頂き、誠にありがとうございました。

　まだ未成年の私に貴重な機会をくださった木村教

授、現地でお世話になりました千葉さん、ルワンダ

事務所の皆さん、ホームステイをさせてくださった

御家族の皆様、一緒に作業をさせてもらった村民の

方々に心より感謝いたします。

2.主な活動について

　今回は、ブレラとムサンゼの 2 つの地域のトレー

ニングに参加させてもらいました。

　ブレラでの道直しの体験は途中参加で、作業の終

盤くらいの状態の時に参加させてもらいました。初

めての道直しの体験だったのでとてもお世話になり

ました。土のうを折りたたむ時に、縛った口の部分

が見えないよう並べていく事が難しく慣れなかった

けど、村人の方達が優しく教えてくださったおかげ

で次のムサンゼではスムーズに行うことができまし

た。皆とても真面目で黙々と働いていました。村の

近くにはよく外国人が居て、それの影響か村から離

れた所だとよく物珍しそうに見られる事があったけ

ど、村の中だとあまり目立つ事がありませんでした。

　ムサンゼでは 1 番最初のミーティングから参加さ

せて貰うことができました。はじめはお互いあまり

話す機会が少なかったけれど、日が経つに連れて段々

皆と仲良くできてうれしかったです。ムサンゼの人

はブレラの人に比べてお喋りでのんびりしているな 右から 3番目の黒い上着を着ているのが筆者です。

と感じました。よく聞かれた事は日本はどんな国と

いうことや、日本語を教えてと頼まれたり、ゴリラ

を見たことがあるかなどを聞かれました。ぼこぼこ

だった道がどんどん日を追う事に綺麗になっていく

のは見ていてとても面白かったです。

3. 最後に

　今回のルワンダでの体験はとても楽しく、たくさ

んの事を学びました。その内の 1 つは、百聞は一見

にしかずという事です。

　私は、これまでこの言葉の意味は知っていても実

際に体験をした事がありませんでした。なので、ル

ワンダへ行った時は驚く事がたくさんありました。

例えば気候です。私はこれまでアフリカはどこの国

も年中を通してとても暑く雨も少ないと思っていま

した。なので、ルワンダが涼しくて雨季があるといっ

ても、おそらく気候は日本の初夏くらいで雨も小雨

くらいだと想像していました。しかし実際は、気候

はとても涼しく朝や夜は寒いくらいで、雨も日本じゃ

台風の時にしか降らないような大雨が何日か連続で

続いていたりして、衝撃を受けました。他にも思っ

ていた事と全然違う事がたくさんありました。けれ

ど私が日本に帰って、周りの人にどれだけ上手にル

ワンダでの体験を上手に説明しても、私がルワンダ

に行く前読んだルワンダをまとめたサイトのように

体験したことの 3 分の 1 も伝わらないなと思い、百

聞は一見にしかずの意味が分かりました。

　また、私は今回の体験で人はいつも誰かのお世話

になっているおかげで生きていけるという事を学び

ました。私はルワンダに行く前、少しでも人の役に

立ちたいと思っていました。しかし実際はたくさん

の人にお世話になりました。例えば、私はまだ高校

生で世間も狭くほとんど自分で何も出来ず、出発前

も滞在中もたくさんの人にお世話になりました。 他に

も慣れない作業で皆の足を引っ張ったし、ホームス

テイ先の御家族やルワンダ事務所の方達が、普段の

忙しい生活の合間を縫ってお世話をしてくれなけれ

ば私はルワンダで暮らすことも出来ませんでした。

人の役に立つということは口で言うことは簡単でも、

実際に行うのはとても難しく不可能にも近いと感じ、

それを目標にしていた事は安易な考えだったと思い

ました。恐らく私はこれからもたくさんの人のお世

話になりながら生きていくので、人の役に立つ立た

ないよりもいつもお世話になっている周りの方々に

感謝して、私がたくさんの人にお世話になったよう

に私も周りに気を配ることを意識して生きていこう

と思います。そうする事で楽しかったり、大変だっ

たりしたルワンダでの体験を無駄にせず活かしてい

くことが出来ると思いました。それが 10 年後でも 20

年後でも、今回の体験はいい思い出だったと思える

ような生き方だと私は考えました。

　最後に、20日にわたり貴重な体験をさせて頂きあ

りがとうございました。木村教授、千葉さん、ルワ

ンダ事務所の方々、ホームステイ先の御家族、今回

の体験でお世話になった方々に感謝いたします。今

回の体験で学んだことは、決して無駄にせずこれか

らの人生に活かしていこうと思います。本当にあり

がとうございました。

－ 18 －
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東京支部（桂工会）

支部長　池上　博（昭和39年電気科卒）

　令和元年に『桂工会』を引き継ぎ最初の総会が台風直撃で中止、その後は新型コロナウイルス感染回避で
都合 3年続けての中止となっています。
　高齢化が際立ってきた仲間に 3年のブランクは結束の弱体化につながる懸念があります。
　そこで SNS が身近な若者達の参加を促すべくホームページを立ち上げ、情報交換の場を提供して結束を
呼び掛ける活動を始めていますが、肝心の総会が開催出来ていないので残念ながら成果を確認できていませ
ん。
　今年も未だコロナ感染が終息しておりませんので、規模を縮小しての年度内開催可否も視野に入れて検討
中です。
　（現在ホームページ公開中。URL;「桂工会」　PC/ スマホで検索できます）

　部便り　部便り支

東海支部（南風会）

支部長　松本　幸平（昭和53年機械科卒）

　記録的な猛暑や、大雨、台風と今まであまり馴染みのない、線状降水帯と今夏の環境変化は大きな物でした。
それでもやはり、虫の鳴き声が聞こえ季節は変化を迎えてくれます。少しずつ以前の生活が取り戻されてい
るとはいえ、中々、3 年前には戻っていない状況で同窓会活動も、行えていない辛い毎日です。今年こそは
と思いつつ時間が流れていきます。方法を模索する中で、会社関係では、10 数名の集まりで、LINE 飲み会
等を行っていますが、同窓会メンバーとの交流では出来てない状況です。
　今後は、この様な色々な方法も検討し、活動をしていきたいと思っています。皆さん！集まれない時間が
長い分、集まったときのうれしさが多い！
　あと少しの我慢です。もうひと頑張りしましょう！

総会フィナーレの校歌斉唱
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大阪支部（鯨工会）

支部長　堀田　秀雄（昭和43年土木科卒）

　同窓会の皆様、毎日御苦労様です。
　2020 年４月７日、第１回の緊急事態宣言が発令され思いもよらぬコロナ禍での社会生活、社業、そして経
済活動に大きな打撃を受け、今だに社会の隅々に悪影響を与えています。コロナ感染前とは情況が大きく変
わりました。
　こちら大阪支部の同窓会（鯨工会）も、やむなく２回中止をせざることとなりました。残念でした。2022
年の同窓会の開催にあたり、どうするか前会長、役員方々の意見を聞く為、４月初旬に会議を致しました。
ちなみに本部は開催を行うとの事でした。まずコロナ禍での開催の有無及び行なった場合の対処、ホテル側
との調整等々、打合わせを行いました。活発な意見が出され最終的に全員開催で一致しました。特にコロナ
禍での衛生管理開催時間（以前は午後４時頃から開催）料理の種類、運営方法あらゆる面の確認をホテル側
と幾度となく行い、又本部との調整も行いました。本部からは右城会長も出席をして頂きました。コロナ禍
での開催には大変気をつかいましたが、開催時間を午前 11 時からに変更し、出席者があまり遅くならない
よう気をつけ、ホテル側との調整も順調に進み無事に完了し、大変良い同窓会が出来たと思います。ホテル
側の配慮と皆様のコロナへの気配りには感謝しております。
　まだまだ、コロナ感染には気を許しません。気をつけて下さい。皆様のご健康と御隆盛を祈願し報告と致
します。

令和4年度活動報告

　　　　　○R４年１月　　　　　役員会　中止
　　　　　○R４年 3月　　　　　第 45 回　鯨工会ゴルフコンペ　中止
　　　　　○R４年４月 9日　　　前会長、役員出席し、大阪支部（鯨工会）総会の開催の打合せ
　　　　　○R４年４月 29 日　　  本校創立 110 周年記念式典出席　堀田会長、小橋副会長、杉山事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　  本部総会懇親会出席　　　　　　堀田会長、小橋副会長
　　　　　○R４年６月１日　　　大阪支部（鯨工会）総会、役員 3名にて開催の内容についての打合せ
　　　　　○R４年６月 8日　　　大阪支部（鯨工会）総会、ホテル側と開催内容最終打合せ
　　　　　○R４年６月 18 日　　  第 43 回　大阪支部（鯨工会）総会開催　ホテルビナリオUMEDA
　　　　　○R４年 11 月　　　　 第 46 回　鯨工会ゴルフコンペ　中止

令和5年度活動計画

　　　　　○Ｒ５年 1月　　　　　拡大役員会　開催予定
　　　　　○Ｒ５年 4月 29 日　　本部同窓会総会　出席予定
　　　　　○Ｒ５年 5月初旬　　　会長、副会長、役員会　開催予定
　　　　　○Ｒ５年 6月 17 日　　大阪支部「鯨工会」総会　開催予定
　　　　　○Ｒ５年 7月　　　　　役員会　開催予定
　　　　　○Ｒ５年 11 月　　　　 第 4５回　鯨工会ゴルフコンペ　開催予定
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安芸支部（芸工会）

支部長　黒岩　良行（昭和40年電気科卒） 

　　2020 年 1 月 15 日、最初の新型コロナウイルスの感染者が確認されて以来、早くも 3年が経とうとして
います。この間、芸工会支部活動も感染拡大を恐れ、停滞している状況が続いています。最近になってやっ
と下火の声も聞こえてくるようになったことから来年９月の総会、12 月の忘年会等活動再開を大いに期待し
ている所です。

　昨年は、支部管内の嶺北地域でも本山町・土佐町を中心に新型コロナウイルスの変異株の感染拡大が続き、
町行政の指導により支部活動を自粛しました。そのため、計画していた同窓会活動のほとんどができており
ません。
　本年夏ごろに入ってからようやく感染拡大が落ち着いてきましたので、年末までに理事会を開催し、総会
開催の日程や来年の事業活動の内容等について協議したいと考えています。
　事業計画は、本年実施できず懸案課題になっている　①未加入の同窓会員の発掘調査と加入促進　②管内
町村内の清掃などの地区活動等になろうかと思います。

嶺北支部（吉野川会）

支部長　西村　行雄（昭和37年土木科卒）

（写真は、コロナ禍前に絆を深め合った仲間たちと共に撮った一コマ）
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　幡多支部は、昨年と一昨年に続き新型コロナウイルス感染症蔓延の影響により例年６月に開催いたしてお
ります支部総会をやむをえず３年連続での開催を中止いたしました。大変残念ではありますが。1年に 1度
の総会であり顔合わせを楽しみにしていただいている同窓生もたくさんいるとは思いますが、このような状
況下である為に仕方がありません。
　今後、新型コロナイルス感染症が収束した時には皆さん元気なお顔でお会いできます事を本当に心待ちに
しています。
　どうか同窓生の皆様もコロナに負けず元気にお過ごし下さいますよう心からご祈念申し上げます。
　また、来年度こそは支部の活動報告ができます事を楽しみにして支部便りとさせていただきます。

　令和 2年度、3年度はコロナ禍の中書面表決の総会を実施せざるを得なかったですが、令和 4年度は 7月
に実施することができました。
　総会後の懇親会も 16 名と少数ではありましたが、何とか行うことができました。本年度は役員改選の年
でありましたが、この 2年コロナの中、活動らしい活動をできていなかった事から引き続き事務局長以外、
再選となりました皆様方には、今後とも物部川支部をよろしくお願いいたします。

令和 4～5年度役員
役員名簿
令和 4年 11 月役員会
令和 5年 1月支部新年会
メールアドレス　z x f u s 9 8 9 9 6@ y a h o o . c o . j p

幡多支部（波多愛校会）

支部長　福田　充（昭和44年建築科卒）

物部川支部

支部長　丸岡　克典（昭和47年機械科卒）

高知工業高等学校同窓会　物部川支部　令和４年度役員名簿

役　　職 氏　　名 卒年　科
備　考
新・再

支部長（会長） 丸岡　克典 （昭和47年　機械科） 再

副　会　長 山﨑　俊朗 （昭和51年　機械科） 再

副　会　長 山﨑　秀治 （昭和62年　土木科） 再

監　　事 野島　浩一 （昭和57年　土木科） 再

監　　事 上村　正博 （平成 7 年　建築科） 再

事務局長 中村　文香 （平成 8 年　土木科） 新
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本部

昭和 39 年　機械科卒

東京支部

昭和 41 年　電気科卒

大阪支部

昭和 43 年　土木科卒

物部川支部

昭和 26 年　電気科卒

嶺北支部

昭和 37 年　土木科卒

幡多支部

昭和 44 年　建築科卒

一般同窓生

昭和 30 年　機械科卒

　　                                    

昭和 48 年　電気科卒

昭和 50 年　工芸科卒

包國　　勝氏

谷岡　健吉氏

堀田　秀雄氏

小松　元邦氏

西村　行雄氏

福田　　充氏

土居　稔昌氏

大窪　和男氏

手島　健司氏

同窓会前会長・現相談役

桂工会前支部長・現理事

現支部長・現理事

元同窓会副会長・現理事

現支部長・現理事

現支部長・現理事

元同窓会副会長

ホームページ管理運営委員

『工業ハ富国ノ基』書籍

創立者調査研究委員・現理事

　                                    

前物部川支部長

同窓会前監事

ゴルフ担当・現理事

創立 110 周年記念協賛広告委員

元同窓会副会長

会報表紙デザイン・現理事

感謝状表彰

付則同窓会感謝状贈呈規則に従い令和4年4月29日に感謝状を授与されました皆様です。
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令和5年開校記念ゴルフ大会のご案内・申込書

主催　高知工業高等学校同窓会ゴルフ部会
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　私はまず、この本を読んで明太郎先生の責任

感の強さに感心しました。明太郎先生は政治の

世界から突然実業の世界、芳谷炭坑の経営を任

されたにもかかわらず、炭坑経営に情熱を注ぎ

生産性を大幅に上げることに成功しました。任

されたことをただ全うするだけではなく、より

良い結果を出そうと毎日現場へ足を運び、そし

て外国の書物まで取り寄せて懸命に勉強する姿

は、素直に素晴らしいと思いました。このよう

な、高みを目指したいという向上心からなる行

動力、勤勉で努力する姿は誰もが尊敬し見習う

べきものであると思います。

　また、明太郎先生が経営者として優れている

点は他にもあります。慎重さです。アメリカに

十年も留学し外国の企業で研修を積んできた人

物を、さらに一年間渡米させ、鉄工所建設準備

のための具体的な調査研究を行わせるなど、開

発を急がず沈着、冷静に対処しています。この

慎重で、事前準備にもしっかりと時間を費やす

ところこそ明太郎先生が数々の成功を収める理

由なのだと思います。慎重すぎても機会を逃し

ては意味がないので、新しいことや重要な役を

始めるときは、冷静かつ慎重に進めつつ、考え

すぎて行動に移せないということがないよう、

タイミングを見計らいながら挑戦していきたい

と思いました。

　そして、事業を進めていくうえでの、明太郎

先生の基本方針と心得に驚きました。それは、

「自信の持てる製品ができるまでは外部への販

売は行わない」、欠点のない製品、人員養成、

研究の継続を目指し、「儲けはその次」という

考え方です。利益よりも、将来を見越した工業

技術の向上や製品を使用する者のことを考えて

おり、その考え方が信頼感に繋がっていくのだ

と思います。明太郎先生がなぜ多くの人々に慕

われ、協力してもらえるのかが分かりました。

私が誰かの上に立つ立場になったときは、明太

郎先生のように信念を持って、広い視野で物事

を考え、たくさんの人に慕われるよう努力し続

けていきたいです。

　最後に明太郎先生は、高知工業学校の創立は

高い工業技術者の養成のためであるとしていま

す。そのため、日々の授業では知識の定着だけ

で満足するのではなく、技術として発揮できて

こそ高知工業高校の理念に基づくとして、技術

面を磨き、良い工業技術者になりたいです。竹

内明太郎先生や綱先生は亡くなりましたが、そ

の考えや理念に共感し高知工業高校へ入学して

きたので、しっかりと受け継いで残していきた

いと思いました。

　新入生の皆さんに創立者の伝記『工業ハ富国ノ基』の読書感想文を書いてもらっています。優秀作品

の表彰は、12月23日の2学期終業式の場で行いました。入賞した生徒さんは次の通りです。最優秀作品

を掲載しています。最優秀作品を掲載しています。

『工業ハ富国ノ基』読書感想文表彰『工業ハ富国ノ基』読書感想文表彰

最優秀

最優秀　溝渕　明優（工業化学科）

優　秀　梶　　裕智（機械科）　　　岡本　龍飛 （電気科）

　　　　岡田健太郎（情報技術科）　中山　　遥 （土木科）

　　　　伊勢本志音（建築科）　　　千屋　純蓮 （総合デザイン科）

明太郎先生の生き方から

工業化学科　溝渕　明優
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　本校同窓生の皆様には日頃より大変お世話に

なっております。本年度の就職状況につきまし

て、まだ途中経過ではありますがご報告させて

いただきます。

　令和 4 年度は、3 年生241名のうち約半数の112

名が就職を希望しており、12月末現在で民間企

業への就職希望者92名が内定をいただいており

ます。また、公務員は、高知市役所 3 名、室戸

市消防 1 名、県庁 3 名、国家 7 名、自衛隊 4 名、

の計18名が合格をしております。

　求人状況につきましては、新型コロナウイル

ス感染症の影響もほとんどなく、製造業・建設

業を中心に、今年度もたいへん多くの求人をい

ただいております。県内302社、県外795社とい

う求人数はどちらも近年において最高の数字と

なりましたが、やはり依然として高卒・大卒と

もに売り手市場の状況にあることが影響してい

ると考えられます。特に、県内企業からの求人

数が増加傾向にあり、実際に本校の就職希望者

のうち全体の 7 割近くの生徒が県内企業への就

職を希望しました。また、公務員の採用枠（技

術職）も例年と比べて拡大しており、全国的に

民間企業・公務員ともに若年技術者の人材不足

を顕著に感じています。

　生徒が就職先を選ぶ際、部活動や各科の先輩方

とのつながりを重要視するなど、これまで実績の

ある製造業を中心に各専門分野を活かした受験先

を志向する傾向が脈々と続いております。これ

も、各企業でご活躍されている諸先輩方のお力添

えや、就職試験直近の模擬面接指導（※今年度は

コロナのため中止）、進路ガイダンス等の各事業

へのご協力による賜だと感じております。そのよ

うな活動が実を結び、各企業が本校に対する期待

度の現れとなって、早い段階での内定をいただく

ことができております。本校同窓生の皆様にあら

ためてお礼申し上げます。

　生徒の就職先地域については以下のとおりで

す。県外では、トヨタ関連企業が集中する愛知

県を中心とした中部地区への内定者が例年に比

べて減少しました。これは何か特に大きな理由

があるわけではなく、偶然希望者が少なかった

と捉えていただければと思います。実際に２年

生の中にはすでに愛知県内の企業を希望する生

徒がたくさんいますので、来年度は例年のよう

な数字に戻る見込みです。その他の地域は例年

と大きな変化はなく、相変わらず関西や四国が

人気の地域となっており、来年も 4 月から多くの

卒業生がお世話になることとなっています。ほ

かにも関東地区に 6 名、中国地区に 2 名が内定し

ており、何れの地区でも卒業生の活躍により同

窓会各支部活動の活性化が期待されます。今後

ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし

ます。

令和４年度の就職状況について

高知工業高校進路指導部　部長　押岡　禎之

母校だより母校だより母校だより

求人数の推移（過去5年間） ※令和4年12月末現在

求 人 総 数［社］
県内求人数［社］
県外求人数［社］

982

294

688

令和3年度
1097

302

795

令和4年度
913

214

699

平成30年度
944

251

693

令和元年度
986

256

730

令和２年度

関 東 地 区［人］
中 部 地 区［人］
関 西 地 区［人］
中 国 地 区［人］
四 国 地 区［人］
そ の 他［人］
高 知 県 内［人］
総 　 計［人］

７
４
12
2
13
0

72（65％）     
110

令和4年度
4
21
15
4
17
0

81（57％）   
142

平成30年度
11
15
13
1
17
1

80（58％）    
138

令和元年度
6
9
13
3
13
1

75（63％）     
120

3
10
12
5
12
0

74（64％）     
116

令和２年度 令和3年度

就職者の地域分類（過去5年間） ※令和4年12月末現在
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※令和4年12月末現在本年度の就職先一覧です。各地区におけるご指導よろしくお願いいたします。

地
区 事 業 所 名地

区 事 業 所 名 科 科

グローリー㈱

東京ビジネスサービス㈱

鹿島道路㈱

日本道路㈱

日産自動車㈱

トヨタ車㈱

㈱豊田自動織機

中部電力パワーグリッド㈱

黒金化成㈱テクニカルセンター

関西電力㈱

藤井電気工事㈱　

㈱きんでん

㈱かんでんエンジニアリング

㈱カネカ

川田建設㈱

山崎建設㈱大阪支店

㈱森組

㈲坂井重機サービス

三榮工業㈱佐賀工場

西日本高速道路メンテナンス中国㈱

東芝エレベータ㈱四国支店

住友林業ホームエンジニアリング㈱四国事業所

㈱ミュゼプラチナム高松ゆめタウン

㈱中央電気保安協会

大王製紙㈱

住友化学㈱愛媛工場

日本メックス㈱四国支店

㈱太陽

ニッポン高度紙工業㈱

技研製作所㈱

㈱山崎技研

住友大阪セメント㈱高知工場

北村商事㈱

ネッツトヨタ南国㈱

㈱新来島高知重工

ツカサ重機㈱

ヤンマーアグリ㈱高知工場

㈱ミロク製作所

㈱ミツトヨ　高知工場

兼松エンジニアリング㈱

㈱四電工　高知支店

㈱カツラ・オプト・システムズ

（一財）四国電気保安協会

㈱高知クリエイト

㈱キャデワサービス

㈱片岡電気工事

㈱ケーネス　四国支店

四国電力送配電㈱

荒川電工㈱

東洋平成ポリマー㈱

廣瀬製紙㈱

㈱小谷穀粉

東洋電化工業㈱

㈱東洋電化テクノリサーチ

三昭紙業㈱

南海化学㈱土佐工場

明星産商㈱

（一社）四国クリエイト協会

ミタニ建設工業㈱

入交建設㈱

㈱新創

都市開発コンサルタント㈱

㈱晃立

新進建設㈱

㈱建設マネジメント四国

福留開発㈱

㈱第一コンサルタンツ

柳生基礎センター㈱

㈲大谷建築

㈱フタガミ

ＨＭＩ㈱「ザクラウンパレス新阪急高知」

㈱岸之上工務店

㈱LIXILトータルサービス高知

㈱サンシャインチェーン本部

高知市役所　初級土木

高知市役所　初級建築新

高知県職　初級土木

室戸市消防本部

四国地方整備局（国家技術四国）

高知地方検察庁（国家事務四国）

航空自衛隊

陸上自衛隊

陸上自衛隊[東部方面隊]

東 京 都

神奈川県

愛 知 県

大 阪 府

兵 庫 県

滋 賀 県

広 島 県

香 川 県

愛 媛 県

　

高 知 県

高 知 県

公 務 員

キ

テ

ト

ト

キ・キ

キ

テ

テ

カ

テ

テ

テ

テ

カ

ト

ト

ト

キ・キ

カ・カ

ト

テ

ケ

ソ

テ

シ

カ

カ

キ

キ

キ・キ・ソ

キ・キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ・カ

キ

キ・テ

テ・テ

テ

テ

テ

テ

テ

テ

テ

テ

テ

シ・シ

シ

カ

カ

カ

カ

カ

ト

ト・ト

ト

ト・ト・ト

ト

ト・ト

ト・ト

ト

ト・ト

ト

ト・ト

ケ・ケ

ケ

ケ

ケ

ソ

ソ

ト・ト

ケ

ト・ト・ト

キ

ト・ケ・ケ・ケ・ケ・ケ

ソ

ソ

キ・シ

キ

関
　
　
　
西

中
国

関
　
東

中
　
部

四
　
　
　
国
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　昨年度の具体的な進学状況は、大学73名(国公

立13名（合格者14名）[愛媛大学 1 名・高知大学

6 名（合格 7 名）・高知工科大学 6 名]、私立大

学60名）、専門各種学校49名、短大・ポリテク

等が 9 名でした。（別表「令和 3 年度　科別進

学者数」を参照下さい。）高知工科大学は 9 年

前から高知県内高校枠を削減するなど入試制度

も含め変化し、昨年度から志望理由書、調査書

に合わせ、システム工学群では物理内容・数学

内容の選択の学科試験と面接を課した総合型選

抜や、情報学群では学科試験（数学内容と情報

内容の選択）と面接とを課す中で、面接重視の

Ａ区分、学科重視のＢ区分の総合選抜がされま

した。そして、学校推薦型選抜では、情報学群

は実施せず、システム工学群、環境理工学群、

経済マネジメント学群で実施されました。その

中で、全学群合わせて 6 名が進学しました。高

知工科大学に限らず、今年度も総合型選抜、学

校推薦型選抜に多くの生徒が挑戦しています。

また、本校が大学進学において欠かすことので

きない指定校推薦が、各大学とも必ず学力を問

う試験を行うように文科省から指導があり、以

前より厳しさが増しています。

　本校の最近の進学についてみると、例年約半

数が進学しているように、昨年は全体の約52％

が進学となっています。 4 年制大学へ進学者の

数は73名であり、昨年よりやや増加しました、

専門学校進学者の数はいままで比べ10名ほど多

い49名でした。その中でも国公立大学への進学

者数は13名と全国の他の工業高校に比べ多く、

高い進学率になっています。中でも、地元の工

業系大学である高知工科大学への進学者が多く

を占めています。高知工科大学の結果は、全て

高知県内高校枠を使用した総合型選抜と学校推

薦型選抜によるものです。また、愛媛大学工学

部の学校推薦型選抜や前期選抜で高知大学理工

学部で結果を残したことも大きな成果でした。

　全国的な流れとして大学入試改革として、今

年度から「大学入学共通テスト」として、思考

力・判断力・表現力を中心に評価することで大

学教育を受けるために必要な能力を測定するこ

とを目的としたテストの実施がされています。

　また、「高校生のための学びの基礎診断」も

実施され始めました。その中に、スピーキング

テストなどの内容も含まれ、これからの社会で

必要とされる能力を踏まえ、大学進学希望者に

限らず、すべての高校生の学習意欲の喚起と基

礎学力定着に向けた試みとしています。

　また、県下では、高知リハビリテーション学

院が専門職大学にとなり、高知学園大学（短期

大学も併設されています。）もできました。

　このように大学の学科改変や大学入試制度、

専門職大学など大きく変貌をしようとしている

中で、工業高校生徒の大学進学の手段方法に対

してアンテナを張って情報を集めなくてはいけ

ない状況になっています。同窓生の皆様におか

れましても、ご助言等ございましたらよろしく

お願いいたします。

　最後になりますが、同窓会の今後ますますの

ご発展と、同窓会各位のご活躍をご祈念申し上

げます。

最近の進学状況について

進学指導部　池川　　吏

国 公 立 大 学

私 立 大 学

私立短期大学

高 専

ポリテク・他

職 業 訓 練 校

専 門 学 校

各 種 学 校

計

機械

1

3

0

0

2

0

5

0

11

電気

0

7

0

0

0

0

5

0

12

情報

9

8

0

0

5

0

8

0

30

化学

2

8

0

0

1

0

5

0

16

土木

0

8

0

0

0

0

5

0

13

建築

1

16

0

0

1

0

5

0

23

総合デザイン

0

10

0

0

0

0

16

0

26

計

13

60

0

0

9

0

49

0

131

別表【令和3年度　科別進学者数】
令和3年度
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　11 月 20 日に全国高校選抜大会県予選　決勝において、高知工業は明徳義塾を 4̶ 0 で破って、３年

ぶり15度目の優勝を果たした。主将柳瀬を中心に『守りからリズムをつくる』で、守備を固めた。またチー

ムの強力な打線により、2 回、5 回、6 回と順に 4 点を入れ、それに応えるように、エース宮脇は『1

点もやらない』と投げ切り、明徳打線を封じ込めました。

　これによりソフトボール部は令和 5 年 3 月 25 日～ 28 日にかけて、長崎県大村市で行われる第 41 回

全国高等学校男女ソフトボール選抜大会への出場が決まりました。おめでとうございます。

ソフトボール部 躍動

全国選抜大会　出場決定

◆ 試合結果 ◆
１回戦　高知工12－0 学芸（4回コールド）

準決勝　高知工  7－2 土佐

決勝戦　高知工  4－0 明徳義塾
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　令和 4 年 9 月 22 日から 10 月 2 日にかけて、高知県立美術館で行われました第 76 回高知県美術展覧

会において、共に総合デザイン科３年 松本葵依さんの作品『胎』と森本杏葉さんの作品『裏路地』が

特選を受賞しました。

　２人とも、学業や部活動で忙しい中、時間を作って放課後に残って作業を進めていました。その努

力の成果が実り、見事特選に輝きました。

第76回高知県美術展覧会

洋画の部　特選受賞

◆ 【特選】　第76回　県展　洋画の部 ◆

松本　葵依『胎』　　　　　　　　　　　森本　杏葉『裏路地』
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〈外部講師活用事業〉
◇防災教育講演会　

　　㈱フタガミ　防災アドバイザー

　　楠瀬　淳司 氏

　　　令和  4年 9 月28日（水）

　　　高知工業高等学校 体育館

◇キャリア講話　

　　アチム・ファクトリー合同会社

　　池内　順一 氏　

　　　令和 4 年11月28日（月）

　　　高知工業高等学校 会議室

　　　演題「波乱万丈の人生」

〈外部講師による講演〉
◇非行防止教室（成人年齢引き下げ）　

　　高知県立消費者生活センター

　　松崎　　周 氏

　　　令和 4 年 6 月21日（火）

　　　高知工業高等学校 体育館

◇非行防止教室（薬物乱用防止教室）　

　　特別非営利活動法人　高知ダルク

　　講師 4 名

　　　令和 4 年10月26日（水）

　　　高知工業高等学校 体育館

◇非行防止教室（交通安全教室）　

　　高知県高知南警察署 交通課長

　　中原　和彦 氏

　　　令和 4 年11月15日（火）

　　　高知工業高等学校 体育館

　　

〈部活動〉
男子バスケットボール部
・高知工業高等学校　体育館

　　令和 4 年度（第70回）

　　高知県定時制・通信制体育大会

　　令和 4 年11月15日（火）

　　第 2 位

バドミントン部
・高知北高等学校　体育館

　　高知支部体育大会

　　令和 4 年10月 9 日（日）

　　個人戦の部 1ケ 溝口 泰正　第４位

〈各種コンテスト等〉
◇高知県定時制通信制生徒生活体験発表会

　　令和 4 年10月 5 日（水）

　　高知県民文化ホール・グリーンホール

　　4ケ　大野　稜太郎

　　演題「建築を学んで」

　　高知県高等学校長協会長賞　受賞

◇建設技術展2022近畿橋梁模型製作コンテスト

　　令和 4 年11月 9 日(水)～10日(木)

　　大阪府大阪市　インテックス大阪

　　【一般部門】優秀賞

　　　4ト 大西 理久・土居 青空・渡辺 稚世

　　【学生部門】優秀賞・人気作品賞

　　　2ト 松田 想良・竹﨑 優心

◇第14回神戸市橋梁模型コンテスト

　　令和 4 年12月17日（土）

　　兵庫県神戸市　橋の科学館　　

〈各科の事業等〉
★外部講師活用事業

≪電気科≫
　　一般財団法人 四国電気保安協会

　　前田　隆司　氏

　　　令和 4 年 11 月 28 日（月）

　　　演題「電気の保安について」

　　株式会社 四電工　高橋　靖幸　氏

　　　令和 5 年 1 月 18 日（水）

　　　演題「電気工事の実務と屋内配線の技術指導」

≪土木科≫
　　株式会社 清野組　小林　安通　氏

　　　令和 4 年 6 月 3 日 ( 金 ) ～ 10 日 ( 金 )

　　　演題「災害時における緊急復興整備」
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本部より

1 ．事業計画・経過報告

4

5

6

7

9

10

会計監査
第１回常任役員会
創立110周年記念式典・開校記念講演・祝賀会
臨時理事会
大阪支部（鯨工会）総会
幡多支部（波多愛工会）総会
野球部ＯＢ会総会
第1回青年部会
東海支部（南風会）総会
物部川支部総会
第2回常任役員会
同窓会・ＰＴＡによる就職模擬面接
第2回青年部会
安芸支部（芸工会）総会
バスケットボール部ＯＢ会
東京支部（桂工会）総会
剣道部ＯＢ会（剣友会）総会

1
9
29
15
18

9

月 日 事　業　内　容

11

12

1

2

3

土木科同窓会
嶺北支部（吉野川会）総会
『工業ハ富国ノ基』読書感想文優秀作品表彰
轟組高知工業ＯＢ会
青年部主催 筆山公園除草作業・
第3回青年部会
同窓会入会式・記念品贈呈（定時制）
同窓会会報（第62号）発送
課題研究発表会表彰
同窓会入会式・記念品贈呈（全日制）
生徒と支部との懇談会
第3回常任役員会
四電高知支部総会
ジュニアマイスター顕彰制度表彰
同窓会通信の配布

23

29

2

14
20

25

28
1

中止
中止
中止
中止

中止
中止
中止
中止
中止
延期
中止

中止
中止

中止

月 日 事　業　内　容備考 備考

2 ．令和4年度役員

北村　晋助
右城　　猛
吉良　　勉
小松　雄二
前島　慎一
宮﨑　功司
北川　雅規
中野　耕喜
中尾　昭一
二宮　昭喜
寺川　湖砂
山岡　　晶
大原　義規
戸田　博万
岡田　雅吉
和田　　環
中野　邦彦
矢野　元朗

名誉会長
会 長

副 会 長

監 事

事務局長
事務局次長
（ 会 計 担 当 ）

昭和45
昭和45
昭和54
昭和60
昭和59
昭和60
昭和60
昭和63
平成 1
平成 6
 
昭和61
平成 1
昭和59
昭和59
昭和47
昭和46

土 木
土 木
土 木
電 気
土 木
機 械
機 械
電 気
電 気
情報技術

情報技術
機 械
土 木
電 気
工業化学
電 気

役　職 氏　名卒年・科
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3 ．同窓会支部組織

同 窓 会 組 織

会　　長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長

右城　　猛
中野　邦彦
池上　　博
岩崎友太郎
松本　幸平
久保内大介
堀田　秀雄
杉山　康弘
山本　　總
前田　康司
黒岩　良行
山手　敏和
丸岡　克典
中村　文香
西村　行雄
川村　博彦
福田　　充
杉本　一博

（昭45ト）
（昭47カ）
（昭39テ）
（昭40コ）
（昭53キ）
（昭60キ）
（昭43ト）
（昭61ケ）
（昭54ト）
（平 3 カ）
（昭40テ）
（昭49テ）
（昭47キ）
（平 8 ト）
（昭37ト）
（昭51キ）
（昭44ケ）
（昭54ケ）

同 窓 会 本 部

東 京 支 部
（ 桂 工 会 ）
東 海 支 部
（ 南 風 会 ）
大 阪 支 部
（ 鯨 工 会 ）
室 戸 支 部
（室戸鯨工会）
安 芸 支 部
（ 芸 工 会 ）

物 部 川 支 部

嶺 北 支 部
（吉野川会）
幡 多 支 部
（波多愛校会）

本部直通　℡ 088－831－4133
kths2004dousoukai@leaf.ocn.ne.jp

℡ 080－7453－0801

℡090－7857－8782

℡090－8385－3006

℡090－8975－9714

℡090－8281－8292
℡090－3783－2821

℡090－5143－0481

℡090－8696－7555

名　　称 役　職 連　絡　先   氏　　名  （卒年科）

4 ．業務時間について

　本部にご用の方は、下記時間帯にお願します。

　平日　11：30～15：30　（水曜日・土日・祝祭日を除く）

　尚、HPからもお問い合わせが出来ますのでご活用下さい。
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　同窓生及び理事・職域・ＯＢ会の皆様には愛校募金・愛校奉加帳・協賛広告

にてご支援を賜りお礼申し上げます。

　また、東京支部・東海支部・大阪支部・安芸支部には、愛校募金・愛校奉加帳

を支部で取りまとめていただき感謝申し上げます。

　式典をはじめとした種々の記念事業も記念誌の発行を以って終了いたしました。

記念事業にあたっては、格別のご支援とご協力を賜り、誠にありがとうござい

ました。厚くお礼申し上げます。

　なお、創立 110 周年記念誌につきましては、同窓会ホームページに掲載して

おります。ご覧になってください。

https://kthsdoso.org/book/110kinenshi.pdf

創立110周年記念事業を支援してくださった皆様へ



高知県立高知工業高等学校同窓会会則

第１章　　総　　　則 
（名　称） 
第１条　本会は高知県立高知工業高等学校同窓会と称する。

（目　的） 
第２条　本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与することを目的とする。 

（本　部） 
第３条　本会は、本部を高知市桟橋通2丁目11番6号高知県立高知工業高等学校におく。 
　 

第２章　　事　　　業
（事　業） 
第４条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
　　　　１．会員の連携と親睦を深めるための事業
　　　　２．母校の事業支援
　　　　３．会員名簿の作成及び会員名簿の発行
　　　　４．会報の発行
　　　　５．その他本会の目的達成に必要な諸事業
　 

第３章　　組　　　織 
（会　員） 
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。 
　　　　１．正会員
　　　　　（イ）高知工業学校を卒業した者
　　　　　（ロ）高知工業高等学校を卒業した者
　　　　　（ハ）高知市立高知工芸学校を卒業した者
　　　　　（ニ）高知市立工芸高等学校を卒業した者
　　　　　（ホ）高知工業学校工場見習修了者及び技術員養成所修了者
　　　　　（ヘ）（イ）、（ロ）に在籍した者で役員の推薦により会長が承認した者
　　　　２．特別会員
　　　　　（イ）本校に特別縁故のある人で役員の推薦により会長が承認した者
     　        
（役　員） 
第６条　本会は、次の役員をおく。 
　　　　１．会　長　　　　　　　　　１名
　　　　２．副会長　　　　　　　　若干名
　　　　３．事務局長　　　　　　　　１名
　　　　４．事務局次長（会計担当）　１名 
　　　　５．監　事　　　　　　　　　２名
　　　　６．理　事　　　　　　　　若干名

（役員の任務） 
第７条　本会の役員は次の任務を負う。　 
　　　　１．会長は、常任役員会を招集し、会務を統括し本会を代表する。 
　　　　２．副会長は会長を補佐し、会長不在若しくは事故ある時は、その任務を代行する。 
　　　　３．事務局長は、事務全般を統括する。
　　　　４．事務局次長は会計事務を担当する。 
　　　　５．監事は、会計を監査する。
　　　　６．理事は理事会に出席し、常任役員会の諮問事項を審議する。　
   
（役員の選出） 
第８条　本会の役員は、次のように選出する。 
　　　　１．会長、副会長及び監事は理事会において正会員より選出し、総会の承認を得る。 

　　　　２．理事は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　３．事務局長、事務局次長は、正会員の中から会長が指名する。
　　　　４．母校校長を名誉会長に推薦する。
　　　　５．母校副校長、教頭を副会長に推薦する。
　　　　
第９条　本会に顧問及び相談役をおくことができる。
　　　　顧問及び相談役は、常任役員会または理事会の推薦により会長が委嘱する。
　　　　　
（役員の任期） 
第10条　事務局長、事務局次長以外の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
 　 

第４章　　会　　議 
（会　議） 
第11条　本会の会議は、総会・常任役員会・理事会とする。

（総　会） 
第12条　総会は、本会の最高議決機関で、会長がこれを招集する。 
　　　　　
（常任役員会） 
第13条　常任役員会は、会長・名誉会長・副会長・事務局長・事務局次長・監事で構成する。
　　　　常任役員会は、本会の執行機関で、その任務は次の通りとする。
　　　　１．総会で議決された事項の執行
　　　　２．総会に提出する予算の編成、事業計画の立案、報告書の作成
　　　　３．予算の補正並びに決算書の作成
　　　　４．本会則の改正案の作成
　　　　５．その他必要と認める事項

（理事会） 
第14条　理事会の構成は、顧問、相談役、理事、常任役員とする。
　　　　理事会は会長が招集し、常任役員会の諮問事項を審議する。

（会議の議決） 
第15条　議決は出席会員の過半数による。 

（支　部） 
第16条　本会には、会員の多い地域・職域に支部を置くことができる。 
　　　　支部には支部長をおき、支部長は会長の委嘱により理事となる。
　　　　　

第５章　　会　　　計 
（運営経費）　 
第17条　本会の運営経費は、入会金・会費・寄付及びその他の収入をもってこれに充てる。 

（会計年度） 
第18条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日をもって終わる。 
　 

第６章　会則の改正
（会則の改正） 
第19条　会則の改正は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。  
　 
（付　則） 
　昭和29年11月25日改正
　昭和43年５月４日改正
　昭和44年５月８日改正
　平成３年５月４日改正
　平成７年５月３日改正
　平成23年５月４日改正
　平成26年５月４日改正
　令和 4年５月15日改正
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第１章　　総　　　則 
（名　称） 
第１条　本会は高知県立高知工業高等学校同窓会と称する。

（目　的） 
第２条　本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与することを目的とする。 

（本　部） 
第３条　本会は、本部を高知市桟橋通2丁目11番6号高知県立高知工業高等学校におく。 
　 

第２章　　事　　　業
（事　業） 
第４条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
　　　　１．会員の連携と親睦を深めるための事業
　　　　２．母校の事業支援
　　　　３．会員名簿の作成及び会員名簿の発行
　　　　４．会報の発行
　　　　５．その他本会の目的達成に必要な諸事業
　 

第３章　　組　　　織 
（会　員） 
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。 
　　　　１．正会員
　　　　　（イ）高知工業学校を卒業した者
　　　　　（ロ）高知工業高等学校を卒業した者
　　　　　（ハ）高知市立高知工芸学校を卒業した者
　　　　　（ニ）高知市立工芸高等学校を卒業した者
　　　　　（ホ）高知工業学校工場見習修了者及び技術員養成所修了者
　　　　　（ヘ）（イ）、（ロ）に在籍した者で役員の推薦により会長が承認した者
　　　　２．特別会員
　　　　　（イ）本校に特別縁故のある人で役員の推薦により会長が承認した者
     　        
（役　員） 
第６条　本会は、次の役員をおく。 
　　　　１．会　長　　　　　　　　　１名
　　　　２．副会長　　　　　　　　若干名
　　　　３．事務局長　　　　　　　　１名
　　　　４．事務局次長（会計担当）　１名 
　　　　５．監　事　　　　　　　　　２名
　　　　６．理　事　　　　　　　　若干名

（役員の任務） 
第７条　本会の役員は次の任務を負う。　 
　　　　１．会長は、常任役員会を招集し、会務を統括し本会を代表する。 
　　　　２．副会長は会長を補佐し、会長不在若しくは事故ある時は、その任務を代行する。 
　　　　３．事務局長は、事務全般を統括する。
　　　　４．事務局次長は会計事務を担当する。 
　　　　５．監事は、会計を監査する。
　　　　６．理事は理事会に出席し、常任役員会の諮問事項を審議する。　
   
（役員の選出） 
第８条　本会の役員は、次のように選出する。 
　　　　１．会長、副会長及び監事は理事会において正会員より選出し、総会の承認を得る。 

　　　　２．理事は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　３．事務局長、事務局次長は、正会員の中から会長が指名する。
　　　　４．母校校長を名誉会長に推薦する。
　　　　５．母校副校長、教頭を副会長に推薦する。
　　　　
第９条　本会に顧問及び相談役をおくことができる。
　　　　顧問及び相談役は、常任役員会または理事会の推薦により会長が委嘱する。
　　　　　
（役員の任期） 
第10条　事務局長、事務局次長以外の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
 　 

第４章　　会　　議 
（会　議） 
第11条　本会の会議は、総会・常任役員会・理事会とする。

（総　会） 
第12条　総会は、本会の最高議決機関で、会長がこれを招集する。 
　　　　　
（常任役員会） 
第13条　常任役員会は、会長・名誉会長・副会長・事務局長・事務局次長・監事で構成する。
　　　　常任役員会は、本会の執行機関で、その任務は次の通りとする。
　　　　１．総会で議決された事項の執行
　　　　２．総会に提出する予算の編成、事業計画の立案、報告書の作成
　　　　３．予算の補正並びに決算書の作成
　　　　４．本会則の改正案の作成
　　　　５．その他必要と認める事項

（理事会） 
第14条　理事会の構成は、顧問、相談役、理事、常任役員とする。
　　　　理事会は会長が招集し、常任役員会の諮問事項を審議する。

（会議の議決） 
第15条　議決は出席会員の過半数による。 

（支　部） 
第16条　本会には、会員の多い地域・職域に支部を置くことができる。 
　　　　支部には支部長をおき、支部長は会長の委嘱により理事となる。
　　　　　

第５章　　会　　　計 
（運営経費）　 
第17条　本会の運営経費は、入会金・会費・寄付及びその他の収入をもってこれに充てる。 

（会計年度） 
第18条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日をもって終わる。 
　 

第６章　会則の改正
（会則の改正） 
第19条　会則の改正は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。  
　 
（付　則） 
　昭和29年11月25日改正
　昭和43年５月４日改正
　昭和44年５月８日改正
　平成３年５月４日改正
　平成７年５月３日改正
　平成23年５月４日改正
　平成26年５月４日改正
　令和 4年５月15日改正
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　高知県立高知工業高等学校同窓会（以下「同窓会」といいます）は、個人情報の重要性を認め、以下の方針
に基づき個人情報の保護に努めます。
　同窓会は、会則の第2条「本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与すること
を目的とする。」の目的を達成するために、「個人情報の保護に関する法律」を遵守し以下の「個人情報の保
護に関する基本方針」を制定します。会員の個人情報の取り扱いと保護について、日本国における法令等に従
った個人情報の管理，利用を行ないます。
　

会員の皆さまの個人情報の取扱について
　ご提供頂きました個人情報に関しましては、同窓会事業にのみ使用させていただきます。 
　会員名簿への非掲載をご希望の場合は、その旨を同窓会事務局までお知らせください。 
もしご連絡が無い場合は、個人情報の名簿掲載をご承諾頂いたものとして従来通りの名簿掲載をさせていただ
きます。  

個人情報の保護に関する基本方針
　同窓会は、個人情報保護の重要性を認識し、「個人情報の保護に関する法律」及びその他の関連法令等を遵
守して、会員に関わる個人情報の保護に努めるとともに、適正且つ公正な同窓会の事業活動を推進します。

１．個人情報の取得
　個人情報の取得にあたっては、適法かつ公正な手段で行います。

２．個人情報の利用目的
　個人情報は、同窓会会則の第2条に掲げる目的を達成するために、会員名簿の作成、会員名簿の発行、会
報及び高知県立高知工業高等学校からの通信文書の送付など適正かつ公正な同窓会の運営に役立てる目的の
みに利用します。

３．第三者への情報提供
　会員の同意を得ることなく会員以外の第三者に個人情報を提供しません。ただし、利用目的を確認し許容
の範囲内で、高知県立高知工業高等学校、同窓会各支部、同窓会役員等に、会員名簿記載事項等の個人情報
を提供することがあります。

４．個人情報の管理
　保有または新たに取得する個人情報は、これを正確かつ最新の状態に保ち、不正アクセス・紛失・破壊・
改ざんまたは漏洩などのないよう適切な管理を実施します。なお、業務遂行上、個人情報の保全管理を外部
に委託する場合は、契約書を締結して同様に適切な管理を実施します。

５．保有個人情報の開示、訂正、利用停止等
　本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・利用停止・消去等を求める権利を有していること
を認識し、会員よりこれらの要求がある場合には，法令に従い速やかに対応します。

６．法令等の遵守・個人情報の保護に関する基本方針の改定
　個人情報に関して適用される法令等を遵守するとともに、法令等の改正に従って、この個人情報の保護に
関する基本方針を改定するなど、継続的な改善・向上に努めます。

平成19年6月12日　　
平成30年4月15日改正
令和4年5月15日改正

高知県立高知工業高等学校同窓会

高知県立高知工業高等学校同窓会個人情報保護に関する方針

　　　　　　　　　　　　　　　■個人情報についての問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　Tel：088-831-4133／Fax：088-831-4133
　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：kths2004dousoukai@leaf.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　高知県立高知工業高等学校同窓会事務局
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会　費

同窓会会費　■ 年会費  1,500円

　　　　　　■ 終身会費（終身会員でない方）20,000円

　　　　　　　　　　　　　　　  をお願いします。

総会懇親会　■ 会　費  8,000円

金
額

料
金

備
考

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
様
に
お
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

千 百 十 万 千 百 十 円
※

これより下部には何も記入しないでください。

加
入
者
名

ご
依
頼
人
・
通
信
欄

日

附

印

※
千 百 十 万 千 百 十 円

この受領証は、大切に保管してください。

※
おなまえ

様

振替払込請求書兼受領証

口
座
記
号
番
号
加
入
者
名

金
額

料
金

備
考

ご
依
頼
人

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

通常払込
料金加入
者 負 担

通常払込料金
加 入 者 負 担

※

※

※

※

口 座 記 号 番 号

日 附 印

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号 大阪 第60939号）

※
おところ・おなまえ

02

0 0 9 6 0 0 　 　7 6 2 2 6 0 0 9 6 0 0

　 7 6 2 2 6

高知県立
高知工業 高等学校同窓会

（郵便番号　　　　　　　　）

（電話番号　　　　　－　　　　　－　　　　　）

住所

氏名

卒年　　　　年　　　　科

大正
昭和
平成
令和

高知県立
高知工業 高等学校同窓会

大阪

会 費 ・年 会 費  （1,500円）

・終身会費（20,000円）

・総会懇親会費（8,000円）

払　 込　 取　 扱　 票



（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますの
で、口座記号番号および金額を記
入する際は、枠内にはっきりとご
記入ください。
また、用紙を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行または
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この用紙をゆうちょ銀行または郵
便局の渉外員にお預けになるとき
は、引換えに預り証を必ずお受け
取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、ご
依頼人様（および代理人様）の運
転免許証等、顔写真付きの公的証
明書類のご提示をお願いする場合
があります。
・この用紙の通信欄・ご依頼人に記
載されたおところ・おなまえ等
は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠とな
るものですから大切に保管してく
ださい。
なお、備考欄に「口座払」の印字
をしたものは、通常貯金口座から
指定口座への払込みが行われたも
のです。

収入印紙
課税相当額以上
貼 付

印
（2020.2）



－ 40 －



－ 41 －



－ 42 －



和餐 
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愛媛／福島／愛知／福岡

［海外拠点］上海／バンコク
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781-8008 高知市潮新町 2-14-18　　088-833-3412　　088-831-2128　　sinsatsu@gmail.com〒

～ 一枚の紙に生命を吹き込む ～

有限会社三宮印刷
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西

剣 友 会
高知工業高等学校　剣道部　OB 会

剣友会会長　中 野 邦 彦
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キリトリ

令和 5年高知県立高知工業高等学校

同窓会総会・懇親会について

◎ 総　　会：□ ご出席

◎ 懇 親 会：□ ご出席

懇親会へご出席の方は3/24までに会費の払込をお願いします。
（巻末とじ込みの払込票をご利用下さい）

◎出席予定の方のみ3月24日（金）までにご返信と併せて会費の払い込みを
　お願いします

□ 全日制・□ 定時制（S・H・R　　　年卒）

機・電・情・化・土・建

工芸・インテリア・総合デザイン

通信欄

ご芳名：

ご連絡先（携帯等）：

※この個人情報は高知県立高知工業高等学校同窓会活動
　以外では一切使用致しません。
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高知工業学校校歌

作詞　工業学校教諭　　岡林　九敏
校閲　早稲田大学教授　相馬　御風
作曲　市第三小訓導　　岡　　　寛

 1 ．鯨鯢吼ゆる南溟の

　　怒涛逆巻く快天地

　　万岳の翠北に負い

　　ここに生れし健男児

   

 2 ．富国の基は工業の

　　発展進歩にあるぞとて

　　偉人の遺せし勲業ぞ

　　我が学舎に輝ける

   

 3 ．火頭水身両翼の

　　校旗の光燦として

　　集える健児一千余

　　向上の意気天を衝く

   

 4 ．学界彼岸は遠くとも

　　勇往邁進たゆみなく

　　造化の宝庫開き得て

　　いざや尽くさん国のため

高知工業高校校歌

作詞　田村　司郎
補作　校歌作成委員会
作曲　平井　康三郎

 1 ．筆山のみどりに映えて

　　城南の空かがやく朝

　　たくましき科学の力

　　建設の息吹いさまし

　　　工業地帯

　　わが学び舎の希望の窓に

　　おお　雲が呼ぶ　雲が呼ぶ

　　

 2 ．伝統の美風をまもり

　　集う若人こころは燃えて

　　あたらしき技術を磨く

　　この理想つねにかわらじ

　　　工業高知

　　わが学び舎の甍の上に

　　おお　虹が立つ　虹が立つ

　　

 3 ．身をきたえあこがれ清く

　　羽搏かんいざいざ火水鳥

　　たゆみなき生産の歌

　　大空にひびけとどろけ

　　　工業日本

　　わが学び舎の誇りも高く

　　おお　旗が鳴る　旗が鳴る




